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3・11後の大磯町での動き
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福島第1原子力発電所(事故後の画像)

主孟l

大磯町における住民運動と大磯町環境白書の作成

自公橋晴俊先生の'"・町との関わり
大健生まれ環嶋社会学者 2014年8Jhs日急逝

1996年大破町の環績a‘本条例簸定研究会のコーデイネターに就任.
f環噴S本条例瞭定研究会Jr海岸調色調院ト一言ルプラン策定研突会Jrごみ議量化資
穏化推進調査研食会Jr河川浄化対策研究会』の4研究会から怠る、町民多加型の
『まちづ〈り環噴問題研究会』を立ち上げた.
その他に『情組公開制度恵医会Jr公共下水道司匹寮倹討委員会Jr女性行致推進会
峰刻専門卸会』をつくり大根町の現状調査と敏銭形成のための倹討を行った.

縛奈川県による文建港再強備齢圃で大砲の磁が網越.
なぎさを考える 亀元宥志とヨットハーパー建殴反対遭動.
大磁町に"，水俣衡を引き起こした会祉の研究所建験計画が起り建般反対翠動.
町長温・で新町長を隆生させ、続究R野重霞を中止に追い込む
"橋町商俊先生が大砲町g・n・&本条例策定研賞金コ ヂイネータ に航佳.
fまちづ〈り環嶋問題研究会J"立.
随員と町民が一体と，ゆって 『文様町E厚相・a・』を作目..
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町行政の動きはどうであったか

-大磁町環筑基本計画では『省エネルギ田推進」、『自然ヱネル

ギーの利用」など20項目白目穫を掲げているが、実施には消極的

であった.

ー大曜町議員としての提言

・公共施盤で太陽光発電ンステムの積極的な導入、自然エネル

ギ由利用を推進する条間作成、町民向け省エネルギ講座

開催など.新しい大曜町の理境政策由実胞を大醒町総合計画

由実施計画へ位置付けるように提言

ー大暁町長、職員は、 エネルギ 量酬をつ〈ることに消極的な睡度

町のすべての事業は、大雄町総合計画に沿って進められている

ため輯合計画由実施事業とならない阻り条冊作成は進まない。

u 

'lE踏み状態が輯〈。
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